
リター捕捉ネット
リター捕捉ロール工類

手法区分 リター 勾配・被覆 植生

木製筋工 急斜面用保護柵

今回試験施工の主なねらい 構造の耐久性、施工性 サイドや下流の浸食対応 急斜面での強度、施工性

塩水川流域の緊急的な問題を解決するための事業実行計画

１　流域の現状と課題の把握
□流域の概況

□現状把握の項目 　○東丹沢の宮ヶ瀬ダム上流部に位置、上流域は特別保護地区
○丹沢山地全体における位置づけ 　○植生は、上流域はブナの天然林、中・下流に一部人工林
○生き物・水土・地域流域概況 　○砂防・治山対策により崩壊地は現在小康状態
○過去から現在までの経緯 　○ニホンジカはブナ林で高密度に生息。
○実施されてきた対策事業の実績等 　○ブナ林斜面で年間5～10mmの土壌浸食が確認

□実施してきた対策
□現状把握の方法 　○治山事業（支流）、砂防事業（本流）が実行

○既存資料・データの活用 　○県有林の一部で造林、人工林管理が実施
○不足する情報は新規の調査実施 　○ブナ林衰退の対策のため大気等の調査研究が実施

　○植生回復対策として植生保護柵が設置
　○シカ保護管理計画が策定され、管理捕獲が開始

□課題の抽出
○現時点で問題となっている課題 □緊急に解決すべき課題

　○主にブナ林での土壌浸食と渓流への流れ込み
□中長期的視点で解決すべき課題

○緊急性、重要性の高い課題の抽出 　○流域における水土保全機能の低下
　○流域における生物多様性の低下

２　流域の問題構造の整理方法 ２　塩水川流域の問題構造
□土壌保全を巡る問題関連図

□要因関連図の作成 　○ブナ林衰退、シカ過密化、人工林整備等と土壌流出問題
□自然環境問題の整理 □流域自然環境問題の整理

　○直接的な原因：シカの過密化、ブナの枯損など
　○背景的な原因：シカ対策の遅れ、対策事業の連携不足
　○結果として生じている問題：土壌流出、生物多様性の低下
　○優先的に解決すべき課題：土壌流出低減、シカの過密化解消

３　目標設定の方法・手順 ３　塩水川流域の自然再生目標
□短期的目標 □短期的目標

　○ブナ林の土壌流出の大幅な低減
　○土壌の渓流への流れ込みの低減

□中長期的目標 □中長期的目標
　○ブナ林におけるシカ定着・過密化の解消
　○林床植生回復と森林土壌の回復による水土保全機能の再生
　○植生回復、渓流再生等による生物多様性の再生

４　事業計画の策定方法 ４　流域総合事業計画
□土壌保全技術の改善・開発
□シカ保護管理・ブナ林保全対策事業・治山事業の総合的取組み

□連携・統合すべき事業・施策の選定 □対策マップの策定
□流域実態に基づく対策の空間配置 □事業効果を高める対策実行手順の提示
□要因の関係性に基づく対策手法の実行手順

５　事業実施と見直しの方法 ５　対策の実行と見直し
□モニタリングの実施 □流域の対策全体

適切な指標とシファレンスサイトの設定 　○植生回復状況による効果の判定
□評価手法と基準 □土壌保全対策

定期的な評価、定量・定性的基準設定 　○5年程度で土壌保全効果を判定、対策・技術の再検討
□実行計画への反映 □シカ保護管理計画

見直しの時期・基準 　○5年間隔で個体数調整、生息地改善等の効果の判定
□ブナ林の再生対策
　○5年間隔で稚樹、植生の再生効果を判定、対策の再検討

○中長期的視点で解決すべき課題の
リストアップ

流域において緊急性、重要性の高い課
題に対する実現可能な具体的目標の
設定

中長期的視点で解決すべき課題に対
する目標の設定（丹沢全体の再生目標
との整合性に留意

□問題解決に有効な対策手法の探索、技術
の改善・開発

１－２課題

策定ガイドライン

○森林機能の階層性をを再生するた
めに必要な課題

総合的、順応的に対策を実行するための実行計
画策定の手順書

塩水川流域総合保全推進モデル

１－１現状

○施工場所：清川村宮ヶ瀬（堂平）
○施工時期：平成17年11～12月
○試験施工手法区分と施工数量

施工手法 手法の種類 数量
リター捕捉ネット ヤシ繊維ネット使用 ３＊

タイプＡ（丸めてリター詰め） 1
リター捕捉ロール タイプＢ（丸めたネット） ２＊

麻袋土のうリター詰め 1
竹繊維土のうリター詰め 1

木製枠工 竹繊維ネット併用型 ５＊
ヤシ繊維ネット併用型 ５＊
タイプＡ（斜面下部支柱なし） 1
タイプＢ（斜面下部支柱あり） 1
タイプＣ，Ｄ（既製品イノシシ柵） 2
タイプＥ（従来保護柵部材） 2

土壌浸食量測定枠 無施工地比較用 8
モニター用 15

施工時 モニタリング
資材運搬面の適正 運搬方法整理 各手法間の比較
設置手間 設置方法整理 各手法の施工特性整理

施工単価整理
運搬費用整理

維持管理実績（内容、経費）の整理各手法間の比較
各手法の特性整理

月１～２回（冬季除く）

リター被覆面積率
（落葉後の被覆率、
その後の減少率）

リター捕捉効果
定点の定期的写真撮影（落葉
前・後・春季・夏季）

定点の定期的写真撮影（夏季）

定点の定期的写真撮影（季節ご
と）

各手法間の比較（景観へ
の影響度）

手　　　　順

施工前・完成
時の写真撮影

各手法の維持管理上の特性整
理

無施工地、各手法間での
浸食量の比較

各手法間の比較（単体で
の費用、施工面積当りの
費用、効果面積当りの費

落葉後のリター被覆率とそ
の後の減少率

施工前・完成
時の写真撮影

浸食量測定枠による捕捉土砂回
収・測定

各手法間の比較
柵内と無施工地の比較

評価方法

設置時の写真
撮影

施工単価

維持管理費用

土壌浸食量

植生被度

定点写真

検証項目 指標

景観

施工性

費用

維持管理

植生回復度

浸食軽減効果

平成 17 年度の検討概要 
（１）手法の改良開発 

①新手法開発の検討基準 
○自然の力の活用（毎年供給されるリターの活用等） 
○天然材料の利用（環境負荷を最小限にする） 
○景観の維持（自然公園の景観と調和させる） 
○維持管理の容易な構造（一部の破壊が浸食の拡大を招かないように） 

②手法区分と主な狙い 
 
 
 
 

③モニタリング・検証方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④試験施工事例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）流域総合保全のための実行計画策定ガイドラインと塩水川流域総合保全推進モデル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リター捕捉ロール工(タイプＡ)

リター捕捉土のう積工(竹繊維土のう) 

リター捕捉ネット工 

急斜面用植生保護柵工(Ａタイプ)木製枠工（ヤシ繊維ネット）

リター捕捉ロール工(タイプＡ)
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